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東京ガスは1885年の創立以来、都市ガス供給を通じて

首都圏を中心としたお客さまの豊かな暮らしと産業の発展を支えてきました。

今後もエネルギーと社会の明日を見据え、「安心・安全・信頼」のブランド価値を高め、

社会の持続的発展に貢献してまいります。
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本冊子は、東京ガスグループの事業展開、本業を通じて果たしているCSR（企業の社会的責任）について、私たちを取り巻くすべての方々にわかりやす
くご紹介する冊子として編集しました。CSRの詳しい取り組みについては、ウェブサイト「東京ガスCSR報告書2012」をご覧ください。

http://www.tokyo-gas.co.jp/csr/
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会社概要

東京ガス株式会社

創立 1885年（明治18年）10月1日

資本金 1,418億円

売上高 17,542億円（連結ベース）

従業員数 7,774人（連結16,528人）

供給区域 東京都および神奈川、埼玉、千葉、

 茨城、栃木、群馬各県の主要都市 

関連会社 連結子会社　66社

 持分法適用関連会社　5社

主な事業内容 （1）ガスの製造・供給および販売

 （2）ガス機器の製作・販売およびこれに関連する工事

 （3）ガス工事

 （4）エネルギーサービス

 （5）電力

■ 会社情報 （2012年3月31日現在）

■ 財務データ （2012年3月31日現在）

■ 経営理念

■ 企業行動理念

■ 供給エリア・導管網

東京ガスグループは、天然ガスを中心とした「エネルギーフロンティア企業グループ」として、「快適な暮らしづくり」と
「環境に優しい都市づくり」に貢献し、お客さま、株主の皆さま、社会から常に信頼を得て発展し続けていく。

1. 公益的使命と社会的責任を自覚しながら、企業価値を増大させていく。

2. 常にお客さま満足の向上をめざし、価値の高い商品・サービスを提供する。

3. 法令およびその精神を遵守し、高い倫理観をもって、公正かつ透明な企業活動を行う。

4. 環境経営トップランナーとして、地球環境問題の改善に貢献する。

5. 良き企業市民として奉仕の精神を深く認識し、豊かな社会の実現に貢献する。

6. 絶えざる革新により、低コスト構造で、しなやか、かつ強靭な企業体質を実現する。

7. 一人ひとりの「能力・意欲・創意」の発揮と尊重により、「活力溢れる組織」を実現する。
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LNGの安定的な調達と、
価格の低減を図るために
マレーシア、オーストラリアなどア

ジア太平洋地域を中心とした６ヵ国
11プロジェクトとLNG長期契約を
締結しています。需給に合わせた柔
軟で競争力のある調達を実現する
ため、調達先や調達源の多様化に取
り組み、自社船を活用して機動力の
ある輸送を行っています。また、海外
での資源開発や発電事業などにも
進出しています。

原料の調達 高品質なエネルギーを安全かつ
安定的に製造するために
東京湾内の3つの工場では、年間
約1,100万トンのLNGを受け入れて
都市ガスを製造しており、相互の
バックアップ体制も整えています。ま
た、天然ガスを燃料とした発電事業
も展開し、競争力のある電力を安定
的に供給しています。

都市ガス製造 エネルギーを安全かつ
安定的にお届けするために
東京ガスグループの導管総延長は

約59,000㎞に及び、さらなる導管網
の拡充に取り組んでいます。また、
他のガス事業者への卸供給やLNG
ローリー車などによる供給を広域展
開で実施しています。

都市ガス供給 

技術開発・
情報通信

お客さまソリューション
環境に優しい都市ガスを
お客さまのニーズに合わせて
お使いいただくために
省エネ、省CO2、電力ピークカッ
トに貢献する燃料電池やコージェネ
レーションなどの分散型エネルギー
システムやガス機器の普及・拡大を
進めています。また、太陽光や太陽熱
などの再生可能エネルギーを組み入
れたサービスなど多様なエネルギー
ソリューションを提供しています。

さらなる安心・安全・信頼の
向上のために
燃料電池やコージェネレーション
システム、再生可能エネルギーの
活用によるエネルギーのスマート化
など、実証事業等を通じて次世代を
見据えた技術開発を進めています。
また、災害に強いIT基盤の強化や効
率のよいエネルギー利用のためのIT
活用などに取り組んでいます。

根岸工場

内航船＊による
LNG卸供給
＊北海道ガス（株）様所有

扇島工場

極めて高い燃焼効率と
低NOxを両立させた
工業炉用「リジェネレイ
ティブバーナ」

集合住宅用

ダーウィンLNGプロジェクト

袖ヶ浦工場

LNGローリー車による供給

「ピピッとコンロ」 ガス温水床暖房

扇島パワー（発電所）

「GHPエクセルプラス」
発電機能が付いたGHP
「ハイパワーエクセル」に
停電時にも運転ができ
る機能を付加しました。

ガスは再生可能エネルギーのベストパートナーです

太陽熱を優先的に給湯や
暖房に利用し、集熱量が不足
したときには高効率給湯器
も使えるため、CO2排出量や
ガス使用量を削減することが
できます。

太陽光発電の不安定さを補え
る「エネファーム」を組み合わせ
ることで、より効率的にエネル
ギーをつくり出すことができ、ご
家庭でのCO2排出量を大幅に
削減できます。

■ 太陽熱利用ガス温水システム「SOLAMO（ソラモ）」 ■ ダブル発電

家庭用燃料電池
「エネファーム」

原料の調達からお客さまにガスをお届けする

｢LNGバリューチェーン」を通じて
｢安心・安全・信頼」を確かなものにしていきます
東京ガスグループは、首都圏・関東エリアにおける

約1,085万件のお客さまにガスをお届けするために、

天然ガスの調達から輸送、都市ガスの製造、供給、お客さまソリューションへと続く

一連の事業活動を行っています。

7東京ガス　LNGバリューチェーン6



エネルギーと未来のために
東京ガスがめざすこと。

「2020ビジョン」策定の想い
昨年は東日本大震災という未曾有の事態に直面した1年

になりました。震災に伴う原発の停止や電力需給問題を
契機として、我が国のエネルギー政策は大きな転換点を
迎えています。エネルギーの安全かつ安定的な供給、エネ
ルギーコストの低減、省エネ・省CO2への対応など、諸課
題に対する社会的な要請はかつてなく強いものとなって
います。首都圏を中心にエネルギー事業を展開する私たち
も、その責任の大きさを日々痛感しています。
東京ガスは1969年にLNG（液化天然ガス）を日本で

初めて導入して以来、40年以上にわたり天然ガスの普及・
拡大に努めてきました。供給安定性、経済性、環境適合性
を兼ね備えた優れたエネルギーである天然ガスを、国民生
活や産業活動を支える基盤として、その提供価値を高めて
いくことが、私たちの社会的使命であり、責務であるとい
えます。
こうした想いと社会からの期待をもとに、東京ガスグルー

プが進むべき道筋を明示したのが「2020ビジョン」です。

「2020ビジョン」で掲げる、
「LNGバリューチェーンの高度化」
東京ガスグループの強みは、天然ガスの調達から輸送、

都市ガスの製造、供給、お客さまへのエネルギーソリュー
ションの提供と続く「LNGバリューチェーン」＊を通じて築
き上げてきた天然ガスに関する技術力やノウハウにありま
す。これをベースに、それぞれの事業が生み出す付加価値
を増大させるとともに、首都圏にとどまらず日本全国、海
外へと拡大していく。つまりLNGバリューチェーンを「高度
化」することが「2020ビジョン」の大きなテーマです。
グループの持てる力を最大限に発揮し、これまで進めてき

た施策をさらに大きなスケールで、スピード感をもって取り

組んでいきたいと考えています。 ＊LNGバリューチェーンはp6-7参照

■ 発電事業の拡大や分散型エネルギーシステムの
 普及を通じて、電力の安定供給に貢献

昨夏は、深刻な電力需給逼迫を受けて、東京電力（株）
の火力発電所に向けてLNGを増量供給するとともに、当
社の発電施設をフル稼働させ首都圏のエネルギー供給
に貢献しました。今後も電力の供給力拡大が期待されて
おり、扇島パワーステーション3号機建設の検討を進め
るなど、首都圏の安定的で効率的なエネルギー供給の一
翼を担う所存です。
また、燃料電池やガスコージェネレーションなどの分散
型エネルギーシステムの普及を進めることも有効な手段
の一つです。必要な場所で電気をつくり、同時に発生する
熱を蒸気や給湯、冷房などに利用すれば、1年を通じて電
力負荷の低減につながるとともに、エネルギーを有効に利
用することができます。さらには、ガス空調システムによ
り、電力需要のピークカットにも貢献していきます。

代表取締役社長　岡本 毅
※ 1 LHV基準。火力発電所の熱効率及び総合損失は、9電力会社および卸電気

事業者の2003年度運転実績（省エネ基準部会2005年9月）から算定
※ 2 ガスコージェネレーションシステムの効率はLHV基準での一例
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扇島基地

根岸基地

Ｑ エネルギーの安定供給に向けて
 どのように貢献しますか？

■ 安全かつ安定的なガスの製造・供給インフラを構築

製造・供給段階では、東京湾内の3つのLNG基地に加
え、2015年度の稼働開始を目標に、茨城県日立市に新基
地の建設を進めています。本年１月、基地と既存の幹線を
結ぶ茨城～栃木幹線の建設を開始し、7月には基地の建
設工事に着手しました。また、2011年11月、埼玉県草
加市～茨城県古河市間を結ぶ埼東幹線の建設工事に着手
するとともに、新たに2017年度完成をめざして古河～真
岡幹線の建設に向けた準備も開始しています。このよう
に首都圏の環状幹線の外側に広域幹線をループ化する
ことにより、関東圏内で高まる天然ガスの需要に応える
とともに、有事のリスク分散を図り、供給安定性を一段と
向上させます。
他社との連携も進めています。最近では、本年6月、静岡

ガス（株）および国際石油開発帝石（株）と緊急時にガスの
相互融通を行うことで合意しました。このような取り組み
を通じて、天然ガスのネットワークをさらに強固なものと
していきます。
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※2●ガスコージェネレーションシステム

2020年に向けた供給ネットワーク

当社高圧ガス導管
他社高圧ガス導管
東京ガスグループ供給エリア
東京ガス卸供給エリア

【エネルギー利用効率の高いガスコージェネレーションシステム】 

社長インタビュー　

特集　　　チャレンジ2020ビジョン 社長インタビュー　

東日本大震災を受け、日本のエネルギーのあり方が問われているなか、東京ガスは2011年11月、エネルギー会社としての

社会的使命と今後の持続的成長を見据え、「チャレンジ2020ビジョン」（以下、「2020ビジョン」）を策定しました。
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Ｑ エネルギーコストの大半を占める
 原料価格の低減にどう取り組みますか？

■ 原料調達の多様化と海外事業の拡大

震災後、天然ガスへの期待はますます高まっており、
世界的にみても天然ガスの需要増加が見込まれています。
この天然ガスを将来にわたって安定的に確保するととも
に、欧米に比べて高いとされているLNG価格の低減に向
けても、一段と取り組みを強化していく必要があります。
キーワードは「多様化」です。従来、アジア太平洋地域を
主とした大規模プロジェクトからの長期契約を中心に、天
然ガスを調達してきました。今後は北米をはじめ幅広い地
域からの調達を検討すると同時に、シェールガス、コール・
ベッド・メタンといった非在来型天然ガスに目を向けたり、
中小規模のLNGプロジェクトなど資源開発事業にも参画
し、LNG価格の低減に努めていきたいと考えています。
新たに、イクシスLNGプロジェクトからの調達・事業参
加を決定し、さらに米国東海岸のコーブポイントLNGプロ
ジェクトとの間で、シェールガスを含む米国産天然ガス由
来のLNG輸入に向けた協議を開始しました。また、天然ガ
スに関するノウハウを活かして、これまで海外でも発電事
業やパイプライン事業を手がけてきましたが、今年は新た
にベルギーでのガス火力発電事業に参画したほか、ベトナ
ムでも包括協力協定を締結しました。
こうしたさまざまな取り組みを通じて、原料調達の柔軟
性とグローバルな天然ガス取引における存在感を高め、
将来的なコスト低減につなげることをめざしています。

Ｑ 省エネルギー、省CO2にどのように
 貢献しますか？

■ お客さまに合った最適なソリューションを提供

燃料電池やガスコージェネレーションの普及に加え、
省エネ・省CO2に優位性のある天然ガスを最大限に活か
すことは私たちの重要な使命です。産業用分野では、他の
化石燃料に比べてCO2排出量が少ない都市ガスへの燃
料転換などを進めています。今後もそれぞれのお客さま
の省エネ・省CO2に最適なソリューションを提供してい
きます。

■ エネルギーを賢く使う「スマート化」の推進

電力需給が逼迫するなか、エネルギーを賢く使う「スマー
ト化」への期待が高まってきており、東京ガスは「スマート
エネルギーネットワーク」の構築を進めています。「スマー
トエネルギーネットワーク」とは、都市ガス・電気などの大
規模ネットワークと、分散型エネルギーや再生可能エネル
ギー、さらに廃熱等の未利用エネルギーを組み合わせた
総合的なエネルギーネットワークを構築し、ICT（情報通
信技術）を活用してエネルギーの最適利用を実現すること
です。すでに東京ガスの千住テクノステーションで実証試
験を開始したほか、田町駅東口北地区（東京都）の再開発
において、港区と連携して地域のスマート化に着手しまし
た。さらに豊洲埠頭地区（東京都）などでもプロジェクトが
進んでいます。

一方、ご家庭のお客さまに省エネ・環境性を実感し、行
動にも結びつけていただく「暮らしのスマート化」について
も、磯子社宅における集合住宅版スマートハウス実証事業
を通じて取り組んでいます。
このほかオフィスビルのスマート化も同様に進めるな

ど、持続可能な社会をめざしてエネルギーの未来に向け
た取り組みを着実に推進し、省エネ・省CO2に貢献してい
きます。

「2020ビジョン」を実現し、CSRを果たす

■ 東京ガスグループのCSR

「2020ビジョン」の実現に向けては、東京ガスグループ
で働く一人ひとりが、自分の仕事が世のため、人のため、
社会のためにつながっていることを常に意識し、仕事へ
の誇りと自信、そして責任感をもって、それぞれの業務を
遂行していくことが大切です。
こうした事業活動を通じて、社会の持続的成長に貢献

していくことが、とりもなおさず私たちが果たすべき社
会的責任（CSR）であるといえます。

天然ガスの優位性
都市ガスの主原料である天然ガスは、メタン（CH4）を
主成分としており、石油や石炭に比べ分子中の炭素原
子（C）の割合が小さく、燃焼時のCO2排出量が化石
燃料の中では最も少ないのが特徴です。可採年数は約
60年と長く、シェールガスなどの非在来型ガスの潜在
量も膨大で、今後のさらなる技術向上による開発促進
が期待されています。

【スマートエネルギーネットワークイメージ】

クイーンズランドカーティスLNG

ダーウィンLNGイクシスLNG

ゴーゴンLNG

プルートLNG

コルドバシェールガスガス

MTファルコン（天然ガス発電事電事業）

バヒオ（天然ガス発電事業）業）

デリームンデリームンバイ
ーサービス事業）（エネルギーサービス事業）

FS（事業化調査）実施中

ガスマレーシア（都市ガス供給事業）ガスマレー

ベトナム（インフラ整備）ナ
包括協力協定締結

T-Power（天然ガス発電事業）

マーリャ
（天然ガスパイプラプライン事業）

ニューヨーク事務所

東京ガスオーストラリア

パリ事務所

TGE上海

クアラルンプール事務所

【東京ガスグループの海外展開】 海外事務所・現地法人（関係会社含）
海外事業

燃料転換 高度利用

25%
削減

40%
削減

重油
＋

従来バーナ

天然ガス
＋

従来バーナ

天然ガス
＋
高効率
バーナ

ガス製造工場
ガス導管

お客さま

100 100

天然
ガス

石油

石炭

出典：「エネルギー白書2011」資源エネルギー庁

60 40

80 70 70

100 100 100

0

CO2
（二酸化炭素）

NOx
（窒素酸化物）

SOx
（硫黄酸化物）

インドネシア 1,011
カタール 290

その他 826

マレーシア
4,479

オーストラリア
2,264

ブルネイ
1,362

ロシア
1,243

合計
11,476

【東京ガスのLNG受入先と受入量】
（2011年度）

（単位：千t）

【石炭を100とした場合の排出量比較(燃焼時）】

【都市ガスの製造・輸送効率はほぼ100％】
都市ガスは、工場からお客さまに届くまでのエネルギーロスが
極めて少なく、製造・輸送効率はほぼ100％です。

【燃料転換と高度利用でCO2を大幅削減】

電気のネットワーク
熱のネットワーク
ガスのネットワーク

太陽光発電
太陽熱集熱
コージェネ

地域冷暖房

病院・
重要施設

オフィスビル

マンション

LNG基地

バイオガス供給

CGS

住宅
CGS

CGS

情報通信技術
ICT

CGS

CGSCGS

CGS

清掃工場

風力発電

大規模集中発電

特集　　　チャレンジ2020ビジョン 社長インタビュー　
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② 高圧・中圧導管① LNGタンク ③ ガスホルダー ④ 低圧導管 ⑤ 供給指令センター ⑥ 地区ガバナと地震センサー (SIセンサー ) ⑦ ガスメーター（マイコンメーター ）

⑧ 防災ブロック

輸入したLNGを貯蔵するタンクは、大
地震などの際でも、液が漏れ出すよう
な危険性はありません。

※東日本大震災で顕在化した事象をふまえ、追加の耐震評価を実施しています。今後は中央防災会議や学会などでの津波想定や耐震設計基準の議論を注視しながら、
追加対策の必要性を判断していきます。

工場から地区ガバナまでを結ぶ高・中
圧導管は、強度や柔軟性に優れ、大き
な地盤変動にも耐える「溶接接合鋼
管」を使用しています。

一部のガスを蓄え、需要に応じて送出
しているガスホルダーは、何枚もの鋼
板をつなぎ合わせた強固な構造です。

ガス導管延長の約90％を占める低圧
導管には、伸びが大きく破断しにくい
ポリエチレン管を採用しています。

ガスの製造・供給を総合的に監視し、
的確にコントロールしています。また、
地震発生時には地震防災システムによ
る情報の収集、遠隔操作によるガス供
給停止を行います。

地区ガバナはガスを中圧から低圧へ
減圧し、お客さまのもとへ送ります。東
京ガス供給エリアに約4,000基あり、
地震センサーと緊急しゃ断装置が設
置されています。

地震センサーが観測した東京ガス管内
の揺れの状況（東日本大震災時）

大きな地震を検知すると、ガバナからの
ガス供給を自動的にしゃ断します。

震度５程度以上の地震やガスの異常流
出を検知すると、お住まい・建物単位で
ガス供給を自動的にしゃ断します。

首都圏の導管網を中圧15ブロック、
低圧179ブロックに分け、被害状況に
応じ、ブロック単位で緊急措置（供給停
止・供給継続の判断）を実施します。

地震防災対策の3つの柱

信頼性の高いガス製造・供給設備 二次災害を防ぎ、安全を確保するしくみ

お客さまにガスを安全にお使おおお客客客さささままにまににガガガススをスをを安を安安全全全にににおお使お使使使
いいただくため、ガス事業法に基いいいいいいたたただだくだくくたためためめ、め、ガガガスス事ス事事業事業業法法法にに基に基基
づいて、ガス配管の漏えい検査、づづいづいいててて、、ガガスガスス配ス配配管管管のの漏の漏漏え漏ええいいい検検査検査査、査、
給排気設備（ガス風呂釜・ガス湯給給排給排排気排気気設設設備備（備（ガ（ガガスス風ス風風呂風呂呂釜釜釜・・ガガガスス湯ス湯湯
沸器）などの調査におうかがい沸沸器沸器器）器）なななどなどどののの調調査調査査に査ににおおおうううかかがかががいがいい
し、安全点検を実施しています。しし、し、安安安全全点全点点検点検検をを実を実実施施施ししてしてていいまいまますす。す。

3年に一度の「ガス設備定期保安点検」 24時間緊急出動体制をとる「ガスライト24」
ガス導管やお客さまのガス設ガガガスガスス導導導管管管ややおやおお客客客さささままのまののガガガスス設ス設設設
備におけるガス漏れなどの通報が備備備ににおにおおけけるけるるガガスガスス漏漏漏れれなれななどどのどのの通の通通報報が報ががが
入ると、供給区域内各所に待機し入入る入るるととと、、供供給供給給区区区域域内域内内各各各所所所にに待に待待機機機しし
ているエキスパートたちが、休日・てていていいるるるエエキエキキススパスパパーパーートトたトたたちちがちがが、が、休休休日日・日・
夜間を問わず直ちに現場に急行夜夜間夜間間を間をを問問問わわずわずず直ず直直ちちちにに現に現現場現場場ににに急急行急行行行
し、保安措置などを行います。しし、し、保保保安安措安措措置措置置なななどどをどをを行行い行いいままますす。す。

ご家庭での
安全対策
高度な安全機能をもつ高高高度高度度な度なな安な安安全安全全全機機機能能能を能ををもをももつもつつ
ガス機器・設備ガガガスガスス機ス機機器機器器器・・設設設備設備備備

● ガスコンロガガスガススココンンロロ
2008年以降に販売しているガスコンロの全バーナに22000088年年以以降降降にに販販売売売ししてていいるるガるガガススココンンンロロのの全全全ババーーナナナにに
「安心センサー（調理油過熱防止装置）」「立ち消え安全「「安安心心セセンセンンササーー（（調調理理油理油油過過熱熱熱防防止止装装置装置置）」」「「立立ちち消ち消消ええ安安全安全全
装置」「消し忘れ消火機能」が搭載されています。装装置置」置」「「消消しし忘し忘忘れれ消消火消火火機機能能」能」がが搭が搭搭載載さされれれてていいまますます。す。

● ヒューズ付きガス栓ヒヒュューーズーズズ付付ききガガスガスス栓栓
ガスソフトコードが切れたり外れたガガススソソフソフフトトココーードドがドがが切切れれたたたりり外外れれたれたた
りすると自動的にガスを止めます。りりすするるととと自自動動的的的ににガガススをスをを止止めめまますますす。

●ファンヒーターフファァンンヒヒーータタター
「不完全燃焼防止装置」「立ち消え「「不不完完完全全燃燃焼燃焼焼防防止止止装装置置」」「「立立ちちち消消ええ
安全装置」などを装備しています。安安全安全全装装置置置」なななどどをを装装備装備備ししてていいまいまますす。。

● 火災・ガス漏れ複合型警報器火火災災災・ガガガスス漏漏れれ複れ複複合合型型警型警警報報器器器
音と点滅で、火災や不完全燃焼、音音とと点点点滅滅でで、で、火火災火災災やや不不完不完完全全燃燃燃焼焼、、
ガス漏れをお知らせします。ガガスス漏漏漏れれををおお知お知知ららせせししままますす。

① LNGタンク

② 高圧・中圧導管

③ ガスホルダー

④ 低圧導管

⑤ 供給指令センター

⑦ ガスメーター 

⑥ 地区ガバナと地震センサー

お客さまのもとへまのもとへ

放散塔放散放放LNG気化器LNLNG気気G気気GGGNGNNNL

ョンンン

予防 緊急 復旧

ガスをお届けする設備は、
高い耐震性を備えています。
大規模地震の被害を最小限に抑える
ため、都市ガスの製造・供給に関わる
設備そのものを強固なものにすると
ともに、各種の安全装置を二重三重
に施しています。

速やかにガス供給を停止し、
二次災害を未然に防ぎます。
お客さまの安全確保のため、お住ま
い・建物単位でガス供給を停止する
しくみや地域全体のガス供給を遠隔
操作で停止できる防災システムを
設けています。

安全かつ速やかに、
ガスの供給を再開します。
ガス供給を停止した地域へのご不便を
解消するため、日ごろから準備・整備
している資機材やシステムなどを十分
に活用し、東京ガスグループの総力を
あげて一日も早い復旧にあたります。

■ 

お客さまの安全を守る
私たちの取り組み
東京ガスでは、「2020ビジョン」において従来以上に災害に強く、安全なガス供給の実現を掲げ、

大地震に「予防・緊急・復旧」の３つの取り組みで備えるなど、都市ガス供給の安全を確保するため、日夜取り組んでいます。

エネルギーセキュリティの強化に向けた保安・防災対策

特集　　　チャレンジ2020ビジョン お客さまの安全を守る私たちの取り組み
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緊急

東日本大震災では、これまで推進してきた地震防災対策の有効性が確認された一方で、いくつかの課題も確認できました。東東東日日本日本本大本大大震大震震災震災災でではではは、は、こここれれれままでまでで推で推推進推進進ししてしててきてききたた地た地地震地震震防震防防災防災災対対対策策の策のの有の有有効有効効性性性がが確が確確認確認認さ認さされされれたた一た一一方一方方で方でで、、いいくいくくつつかつかかのかのの課の課課題題題もも確も確確認確認認で認でできききまましまししたしたた。。

これらの課題解決に取り組むとともに、お客さまの安全確保と、お客さまのご不便を最小限に抑えるため、ここれれれららのらのの課の課課題題題解解決解決決に決にに取に取取り取り組り組組む組むむとむとととともとももにもにに、、おお客お客客さ客ささまさままののの安安全安全全確全確確保確保保とと、と、お、おお客お客客さ客ささままのまののごのごご不ご不便不便便を便をを最を最最小最小小限限限にに抑に抑抑え抑ええるるたるたためためめ、、

一日も早くガス供給を再開できるしくみづくりに取り組んでいきます。一一日一日日も日もも早早早くくガくガガスガスス供供給供給給を給をを再を再再開開開でできでききるきるるしししくくみくみみづづづくくりくりりにに取に取取り取りり組組組んんでんででいでいいきききまますますす。す。

復旧日数の短縮をめざして
「2020ビジョン」では、被害甚大地区を除き、30日以内の復旧をめざす目標「「2「22002020200ビ0ビビジビジジジョョンョンン」ン」で」ででではではは、は、被、被被害被害害甚害甚甚甚大甚大大地大地地区地区区を区ををを除除除き除きき、き、3、33030日0日日以日以以以内以内内の内のの復の復復旧復旧旧旧をををめをめめざめざざすざすす目す目目標目標標標標＊＊＊を掲げています。ををを掲を掲掲げ掲げげてげてていていいいままますますす。す。
＊阪神・淡路大震災クラスの100万件規模の供給停止に対し、現状では55日以内の復旧を想定しています。＊＊阪阪神神・淡淡路淡路路大大震震災震災災ククララススのスのの10000万万万件件規規模模模のの供供給給給停停止止にに対対対しし、現現状状ででではは5555日日以以内内内のの復復旧旧旧をを想想定定定ししてていいまますす。す。

製造・供給を支える重要設備は、震度７ク製製製造造造・供・供供給供給給をを支を支支え支ええるる重る重重要要要設設備設備備ははは、、震震度震度度７度７７クク
ラスの地震を想定し耐震対策を実施するとララスススのの地の地地震震震をを想を想想定定定しし耐し耐耐震震震対対策対策策を策をを実実実施施す施すするるるとと
ともに、津波については、３工場において平とともももにに、に、津津津波波波ににつにつついいいててはてはは、、３３３工工場工場場にににおおいおいいてて平て平平平
均海面から高さ３ｍ均均均海海海面面か面かからら高ら高高さ高ささ３３ｍｍｍ＊＊までは供給が継続できままででではは供は供供給給給がが継が継継続継続続でできできき
るよう建設されています。るるよよようう建建建設設さ設さされれれてていていいまますますす。。
今後も製造・供給の重要設備の耐震対策今今今後後も後もも製製製造造造・供・供供給供給給ののの重重要重要要設設設備備の備のの耐耐耐震震震対対策対策策

を強化するとともに、中央防災会議などのををを強強強化化す化すするするるとととととともももにに、に、中中中央央央防防防災災会災会会議会議議なななどどのどのの
検討をふまえ、必要となる津波対策を実施検検検討討討ををふをふふまままええ、え、必必必要必要要とととななるなるる津津波津波波対波対対策策策をを実を実実施実施施
していきます。ししてていていいきききまますすす。。

＊関東エリアで過去に発生した直下型地震の記録と東＊＊関関東東東エエリリアアでアでで過過去去去にに発発生生生ししたた直直下下型下型型地地震震震のの記記録録録とと東東
海・東南海・南海連動地震で想定される津波高さより海海・・東東南南南海海・・南南海海連海連連動動地地震地震震でで想想定想定定さされれるる津る津津波波高高さ高ささよよりり
も高い。もも高高い高いい。

東日本大震災では、被災地以外のエリアでもガソリン不足が発生東東東日東日日本本本大大震大震震災震災災で 生ではではは、は、被被被災災災地地以地以以外以外外のののエエリエリリアアでアででもでももガガソガソソリリリンン不ン不不足足が足がが発が発発生生生
しました。そこで燃料不足の状況でも業務に支障をきたさないようしししまましししたた。た。そそそこ うこでこでで燃で燃燃料料料不不足不足足の足のの状状状況況で況ででももも業業務業務務に務にに支支支障障を障ををきききたたさたささななないいよいよよううう
に、非常時の燃料調達方法を見直すとともに、自家用給油設備を順にに、に、、非非常非常常時 順時時のの燃の燃燃料燃料料調調調達達方達方方法方法法ををを見見直見直直すすすとととととももにもにに、、自自自家家家用用給用給給油油油設設備設備備を備をを順順順
次設置していく予定です。また、停電時や、インターネット・携帯電話次次設次設設置 話設置置ししてしてていいいくく予予予定定で定でですですす。。ままたまたた、、停停停電電時電時時ややや、、イインインンタターターーネーネネッットトト・・携携帯携帯帯電帯電電話話話
が使えない場合の通信手段を確保するため、非常用電源と通信設備が 備が使が使使え使ええなないないい場場場合合の合のの通の通通信信信手手段手段段を段をを確確保確保保す保すするるたるたためめめ、非、非非常非常常用用用電電源電源源と源とと通通信通信信設信設設備備備
の拡充を進めています。のの拡の拡拡充拡充充ををを進進め進めめててていいまいまますす。す。

東日本大震災では、お客さまからの電話が集東東日東日日本本本大大震大震震災震災災ででではは、は、おおお客客客ささまさままかかかららのらのの電電話電話話が話がが集集集
中し、電話対応の人員を増強して対応しました中中中しし、し、電電電話電話話対対対応応の応のの人人人員員を員をを増増増強強強ししてしてて対対応対応応し応ししまままししたたた
が、お問い合わせの受付に非常に時間がかかりまががが、お、おお問問問いい合い合合わわせわせせのせのの受受付受付付にに非に非非常非常常にに時に時時間時間間ががかがかかかかかりりままま
した。そのため、受付体制のさらなる増強や自動しししたた。た。そそそののたのたためめめ、、受受付受付付体体体制制の制ののさささららなななるる増る増増強強強やや自や自自動動動
応答システムの導入などにより、確実にガス漏れ応応応答答シ答シシスステステテムムのムのの導導入導入入な入ななどどにどにによよよりり、、確確確実実に実ににガガガスス漏ス漏漏れれれ
の連絡に対応できるよう改善を図っています。ののの連連絡連絡絡にに対に対対応対応応でできでききるるるよようよう改う改改善改善善をを図を図図っってってていいいまますますす。。

テレビやインターネットなどで、ガスメーターの復帰方法や、ガスの供給停止・復旧テテレテレレビビややイインインンタターーネネッネッットトななどどでで、で、ガガスガススメメーータターターーのの復復帰復帰帰方方法法や法やや、ガガガススのの供供供給給停停止止止・復復復旧旧
状況をお知らせします。状状況状況況ををおお知知知ららせせししままますす。

ガス漏れの連絡を最優先にガガガスガスス漏ス漏漏れ漏れれのれのの連の連連連絡絡絡を絡をを最を最最優最優優先優先先先ににに

「SUPREME」により、「被害なし」と確認さ「「SSUUPPRREREMMMEE」」にによによよりり、り、「「被「被被害害な害ななしし」し」ととと確確確認認さ認ささ
れた地域に対しては、ガバナの遠隔操作で供れれれたた地た地地域地域域にに対に対対ししてしててはは、は、ガ、ガガバガババナナのナのの遠遠遠隔隔操隔操操作作で作でで供で供供
給を再開する新手法を導入するなど、被害状給給給をを再を再再開開開すするするる新新手新手手法手法法をを導を導導入導入入すするするるななどなどど、、被被害被害害状害状状
況を的確に把握し、最適な方法により一日も況況況をを的を的的確確確にに把に把把握握握しし、し、最最最適適な適なな方な方方法法に法にによよよりり一一一日日も日もも
早い供給再開をめざします。早早早いい供い供供給給給再再開再開開ををめをめめざめざざししましまますす。す。
同時に、復旧対応力の維持向上のため、継同同時同時時ににに、、復復旧復旧旧対対対応応力応力力ののの維維持維持持向向向上上の上ののたためためめ、め、継継継
続的な教育・訓練を実施していきます。続続続的的な的なな教教教育育育・訓・訓訓練練練をを実を実実施施施ししてしてていいきいききままますす。す。

ガスの供給をいったん停止すると、再開にあたっては閉栓、漏洩検査、ガガガススのスのの供の供供給給給ををいをいいっったったたんんん停停止停止止すするするるととと、、再再開再開開にににあ 査、あたあたたっってっててははは閉閉栓閉栓栓、、漏漏漏洩洩検洩検検査検査査、、
ガス管の修理、開栓などの作業に時間を要します。そのため、ガスの供給ガガスガスス管管の管のの修の修修理理、理、開、開開栓開栓栓なななどどのどのの作作業作業業に業にに時時間時間間ををを要 給要し要ししまますますす。す。そそのそののたのたためめ、め、ガガガススのスのの供の供供給給給
停止地域を最小限に抑えることを目的に、「防災ブロック」の細分化を進停停停止停止止地地域地域域を域をを最最小最小小限小限限にに抑に抑抑え抑ええるるこるここととをとをを目目目的 進的に的にに、、「「防防災防災災ブ災ブブロロッロッックク」ク」ののの細の細細分分化分化化を化をを進進進
めています。ブロックの細分化により、これまでに増してきめ細かく被害めめてめてていいまいまますす。す。ブブブロロロッックククのの細の細細分分分化化に化にによ 害よよりり、、こここれれまれままでででにに増に増増ししてしててきききめめ細め細細かかかくく被く被被害害害
の大きい地区に限定して供給停止を行うことが可能となり、それ以外ののの大の大大ききいきいい地い地地区区区にに限に限限定定定ししてして供て供供給供給 の給停停停止止を止をを行行行ううこここととがとがが可が可能可能能と能ととなななりり、、そそそれれ以れ以以外以外外ののの
地域ではお客さまにガスを継続してご利用いただけるよう供給を続けま地地地域地域域でではでははおはおお客客さ客ささまままににガにガガススを まスをを継継継続続し続ししててごてごご利ご利利用用い用いいたたただだけだけけるるよるよようう供う供供給供給給をを続を続続け続けけままま
す。現在首都圏に179個ある低圧導管網のブロックを2020年に向けてすすす。。現現在現在在首在首首都都都圏圏に圏にに11779 て79個9個個あああるる低る低低圧圧圧導導管導管管網網網ののブのブブロブロロッックッククををを22002200年年年にに向に向向けけけててて
約200個のブロックに細分化する予定です。約約約220200000個個の個ののブブブロロッ す。ロッッククにクにに細細分細分分化分化化すするするる予予予定定で定でですす。す。。
また東日本大震災での知見を活かし、液状化や津波被害が想定されまままたた東た東東日日日本 れ本大本大大震大震震災災災ででのでのの知知知見見を見をを活を活活かかかしし、、液液液状状化状化化や化やや津津津波波被波被被害被害害がが想が想想定想定定ささされれれ

る地域についても、広範な地域に影響を与えないよう、ブロックの細分るるる地地地域域に域に 分につつついいていててもも、も、広、広広範広範範ななな地地域地域域に域にに影影影響響を響をを与与え与ええなえなないいいよようようう、、ブブロブロロッッッククのクのの細細細分分分
化を行います。化化化をを行 す。を行行い行いいまますますす。。
あわせて、地震の際もガスの供給が止まりにくい高耐震ブロックの形ああわあわわせわせせてて、て、地地地震地震震ののの際際も際ももガガガススのスのの供供供給給が給がが止が止止ままりまりりににくにくくいい高い高高耐耐耐震震ブ震ブブロブロロッックッククのの形の形形形

成を積極的に進めていきます。成成成をを積を積積極積極極的的的にに進に進進めめてめてていいいききまきまますす。す。

重要設備の地震・津波対策を
さらに強化し、被害を最小限に
抑えます。

新たな復旧手法を導入し、
被害状況に応じた最適な
復旧方法を選択します。

防災ブロックの細分化と、
高耐震ブロックの形成に取り組み、
ガス供給停止地域を最小限に抑えます。

東京ガスの「SUPREME」（シュープリーム）は、約1km東東東京京ガガススのスのの「SSUUPPREREMMEME」」（シ（シュシューュープーププリリーームム））はは、、約約11kmkmm22

に1基という、高密度に設置された地震センサーを利にに11基基とといいういうう、高高密高密密度度にに設設置設置置さされれたた地た地地震震セセンンサンササーーをを利利
用した地震防災システムです。高精度な地震情報を用用ししたしたた地地震震防震防防災災シシスステステテムムでですす。。高高精精度精度度なな地地震地震震情情報報を報をを

収集する機能に加え、遠隔操作によるガバナの停止、導管被害を推定する機能を備え、収収集集す集すするる機機能能に能にに加加ええ、、遠遠隔隔操隔操操作作にによよるよるるガガババナナのの停の停停止止、、導導管管被被害被害害をを推推定定す定すするる機機能能を能をを備備ええ、、
地域の安全を見守っています。大規模地震が起きると、発生約5分後には地震センサー地地域地域域のの安安全安全全をを見見守守っ守ってってていいまますす。。大大規規模規模模地地震震がが起が起起ききるるとと、、発発生生約生約約5分5分分後後ににははは地地震震セセンセンンササーー
で計測されたデータをもとに被害状況を把握し、約10分後にはガバナの遠隔操作にでで計計測測さ測さされれたたデデーデーータタををももともととにに被被害害状害状状況況をを把把握把握握しし、、約約1100分分後後に後ににははガガババナバナナのの遠遠隔隔操隔操操作作にに
より、大きな被害が予測される地域のガス供給を停止し、速やかに安全を確保します。よよりり、、大大ききなきな被な被被害害がが予が予予測測さされれるれるる地地域域ののガのガガスス供供給給を給をを停停止止しし、し、速速や速ややかかにに安安全安全全をを確確保保保ししまますす。。

■防災対策のロードマップ

予防

緊急

復旧

重要設備の耐震対策を強化

ブロックの細分化等による供給停止地域の極小化

新たな復旧手法の導入による早期復旧の実現

評価結果や新たな知見などに対する対策

～2011 2012 2020

低圧ブロック細分化・液状化ブロック形成など

ガバナ遠隔再稼働システムの開発・導入

高耐震ブロック形成

中央防災会議で検討

継続的な教育・訓練

災害対応拠点が万全に機能するために お客さまからのお問い合わせへの対応
移動・通信手段の確保に向けて移移移動移動動・動・通・通通信通信信信手手手段手段段の段のの確 ての確確保確保保に保にに向に向向向けけけててて ● 地地地震発生時のテレビ報道映像震震発発生発生生時時のののテテレレビビ報ビ報報道道映映像映像像

横浜・平沼橋の自家用給油スタンド横横浜横浜浜・平平沼沼橋橋の橋のの自自家家用家用用給給油油スススタタンンドド

● ホホホームページームムペムペペーージジ

復旧予防
低圧導管網のブロック
179→200程度の
ブロックに細分化

中圧導管網のブロック
15ブロック

●１ブロックあたり約７万件→約５万件

●１ブロックあたり約10万～130万件
■ブロックの細分化イメージブロックの イメイメージ

特集　　　チャレンジ2020ビジョン お客さまの安全を守る私たちの取り組み
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東京ガスのCSR経営と3つの重点活動
東京ガスは東日本大震災後の社会からの期待をもとに、これまでのCSRの重点活動を見直し、
「エネルギーセキュリティの向上」「環境への貢献」「地域社会への貢献」へと進化させました。
「チャレンジ2020ビジョン」の実現を通じて、CSRを果たしていくと同時に、さまざまな
ステークホルダーとのコミュニケーションをもとに、東京ガスグループのCSRを高めていきます。

社会の持続的成長に貢献

日々の事業活動

コーポレートガバナンス、コンプライアンス、リスクマネジメントなど

経営理念・企業行動理念

地域社会への貢献
本業を通じたまちづくり

社会貢献活動

エネルギー
セキュリティの

向上
安定供給のさらなる強化

安全・防災対策

環境への貢献
省エネ・省CO2への取り組み
再生可能エネルギー

の活用

CSR推進体制
東京ガスでは、CSR担当役員を議長として、各本部企画担当部長・関係各部長からなる「企業コミュニ
ケーション推進会議」を設置し、CSR経営を推進しています。会議では、東京ガスのCSRに関する重要
事項を中心に、さまざまなテーマを審議しており、2011年度はISO26000の主要課題に基づいて整
理した当社の取り組みの現状を共有するとともに、抽出した課題の審議と対応の検討を行いました。
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東京ガスは、日々の事業活動を通じて経営
理念を実現し、社会的責任と公益的使命を
果たしていくことをCSRの基本としています。
コーポレートガバナンス、コンプライアンス、
リスクマネジメントなどに真摯に取り組む
とともに、こうした基本的な考え方をグルー
プ全体に浸透・定着させ、事業活動を通じた
CSR経営を推進していきます。

お客さま
お客さま満足の向上

保安の向上と
防災の強化 など

環境
地球温暖化対策

生物多様性への配慮 など

株主・投資家
安定配当

情報開示と
説明責任 など

従業員
労働環境の整備

人権への配慮 など

行政
パートナーシップ

納税 など

協力企業
パートナーシップ

コンプライアンス など

地域社会
国際社会
社会貢献活動

パートナーシップ など

お取引先
公正な取引

コンプライアンス など

東京ガス
グループ

社会からの期待と私たちが果たすべき責任東京ガス
グループの
CSR

従業員へのCSR意識啓発
東京ガスは、本業を通じて実現するCSRを自分のこととして受けとめら
れるよう、階層別研修や各職場の勉強会においてCSR意識研修を実施し
ています。2011年度には、「わかりやすさ」「楽しさ」「身近さ」を取り入れ
た研修用ツール『CSR研修カードゲーム』を開発しました。こうした研修や
ツールをさらに発展させ、今後も従業員の理解促進を図っていきます。

東京ガスは、本業を通じて実現するCSRを自分のこととして受けとめら
れるよう、階層別研修や各職場の勉強会においてCSR意識研修を実施し
ています。2011年度には、「わかりやすさ」「楽しさ」「身近さ」を取り入れ
た研修用ツール『CSR研修カードゲーム』を開発しました。こうした研修や
ツールをさらに発展させ、今後も従業員の理解促進を図っていきます。
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重点活動① エネルギーセキュリティの向上

大震災で実証された
ガスコージェネレーションシステムの価値
東日本大震災を契機に、一つのエネルギーに集中するのではなく、ガスや電力、再生可能エネルギーなど、
複数のエネルギーを効果的に組み合わせて使うエネルギーのベストミックスや、
使う場所で必要なエネルギーをつくり出す分散型エネルギーシステムに注目が集まっています。

エネルギーの安定供給のさらなる向上をめざして

三重の安全性を備える電源供給

六本木エネルギーサービス（株）は、
都市ガスを燃料とした独自のエネル
ギープラント（特定電気事業設備）に
よって、六本木ヒルズをはじめ六本木
6丁目地域一帯に電力を発電・供給し
ています。加えて、ガスタービン発電
機で、発電時に出る廃熱を熱供給施
設へ送り、冷熱、温熱としても利用する
高効率な大規模ガスコージェネレー
ションシステムを構築しています。通
常は都市ガスによる発電を行い、東
京電力（株）とは常に系統連携するこ
とで、万が一のガス供給停止の際も

エネルギーセキュリティに
貢献するガスコージェネ
ガスコージェネレーションシステム
は、クリーンな天然ガスを燃料にして
電気と熱の両方をつくり出すシステ
ムです。必要な場所で電気をつくり、

2012年1月、国際石油開発帝石（株）がオペレーターを務め
る「イクシスLNGプロジェクト」に参加を決めました。このプロ
ジェクトでは、イクシスガス・コンデンセート田で生産される天
然ガスを、オーストラリア北部準州のダーウィン近郊に輸送し、
液化・出荷する計画で、LNG換算で年間最大840万トンの生産
が見込まれています。2017年から15年間にわたり年間105万
トンの長期売買契約を締結している本プロジェクトを通じて、
安定供給と原料コストの低減を図っていきます。

2012年3月、幹線パイプライン「千葉～鹿島ライン」（延長
79.3km、千葉県千葉市～茨城県神栖市）が完成しました。
同年5月には4.4km延伸した「鹿島臨海ライン」が竣工し、6月
から東京電力鹿島火力発電所へのガス供給を開始しました。
当社は、首都圏のエネルギー供給の一翼を担う事業者として、
天然ガスの普及・拡大に合わせた最適なインフラの整備・拡
充を図るとともに、電力需給緩和に少しでも貢献できるよう、
今後も最大限の取り組みを推進していきます。

停電時でも確実に供給

済生会宇都宮病院では、エネルギー
コストの低減や省エネを図ると同時
に、この地域特有の落雷による停電
対策として、350kWのガスコージェ

ネレーションを４台導入しています。
東日本大震災発生時、この地域では
地震直後22時間にわたり停電したも
のの、非常用発電機とともにガスコー
ジェネが稼働し、停電に対応すること
ができました。さらに、その後、計４回
にわたって計画停電が実施され、長い
ときで3時間近く送電が止まりまし
たが、通常どおりの給電により、院内
環境を維持することができました。

エネルギーの安全かつ安定的な供給
への社会的要請に応えるため、東京
ガスグループは天然ガスのさらなる
安定供給はもとより、エネルギーの
ベストミックスの活用や分散型エネル
ギーシステムの普及・拡大など、お客
さまのニーズに合わせたエネルギー
ソリューションを提供していきます。

天然ガスの安定調達 最適なインフラ整備

イクシスLNGプロジェクトへの参画 「千葉～鹿島ライン」が開通

六本木エネルギーサービス様
済生会宇都宮病院様

同時に発生する廃熱を冷房・暖房・給
湯・蒸気などに有効利用し、省エネル
ギー・省コスト・電力需要のピークカッ
トに貢献することができます。また、停
電時に稼働可能な仕様とすることで、
お客さま先のエネルギーセキュリティ
の向上にもつながります。

継続して電源が供給されます。さら
に、ガスと電源の両方の供給が停止
した場合は、備蓄している灯油を使
用した電源供給もでき、三重のバック
アップ体制が確保されています。
東日本大震災発生時も停電するこ
となく、地域内の電気の安定供給が
継続できました。15％の節電目標を
設けられた昨夏も、地域内の安定供
給のみならず発電の余力と節電分を
あわせ、東京電力に電力を供給する
ことができました。

六本木
ヒルズ
森タワー

けやき坂
テラス

メトロ
ハット ハリウッド

ビューティー
プラザ

六本木ヒルズ
レジデンス

六本木
ヒルズ

ゲートタワー

テレビ朝日

けやき坂
コンプレックス

グランド
ハイアット
東京

六本木エネルギーサービス
（六本木ヒルズエネルギーセンター）

照明

動力

冷房

暖房

給湯

蒸気

電力

廃熱

ガスエンジン

ガスタービン

燃料電池

ガスコージェネレーション

都市ガス

外部電力
（商用電力）

吸収式
冷凍機

【ガスコージェネレーションとは】

済生会宇都宮病院 ガスコージェネレーション

ガスタービン発電装置

千葉
～鹿
島ラ
イン

鹿島ガバナ
ステーション

鹿島臨海ライン

御殿ブランチステーション

東京電力鹿島火力発電所

液化基地
（ダーウィン）

イクシスガス・
コンデンセート田

イクシス
フィールド

オーストラリア

海底パ
イプライン

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
向
上

ダーウィンに建設予定の
液化プラント（イメージ）

事例 1

事例 2
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重点活動② 環境への貢献

エネルギーを賢く使う
「スマート化」を進めます
地球温暖化などの環境問題に対応しながら低炭素社会の実現をめざすには
エネルギーシステムの革新が必要不可欠です。東京ガスは、千住と磯子の自社施設で、
熱や電気を分け合う賢い暮らしの実現をめざした実証試験を開始しました。

低炭素社会の実現に向けて

「地域のスマート化」により
省エネルギーとCO2削減を推進

地域全体をネットワーク化してエネ
ルギーを効率よく利用するシステムが
「スマートエネルギーネットワーク」（以
下、「スマエネ」）です。分散型エネル
ギーシステムに、太陽光発電や太陽熱
システムなどの再生可能エネルギー
や冷房時の廃熱などの未利用エネル
ギーを組み合わせ、電気と熱を最適に
制御し、効率的に活用するネットワー
クです。供給側だけでなく、需要側も
ICT（情報通信技術）を活用して地域
の建物間で熱を融通するなど、地域

エコライフや省エネルギー情報の提供 生物多様性への取り組み水素社会の実現に向けて

暮らしのなかで上手にエネルギーを使う工夫 推進ガイドラインに沿った取り組み
さらなるCO2削減に向け、水素エネルギーの実用化をめざ
す研究・開発に取り組んでいます。千住と羽田では、水素ステー
ションを運営しており、燃料電池自動車の燃料として水素を供
給しています。水素は都市ガスから製造しますが、その際にCO2
が副生されます。羽田水素ステーションでは、CO2を分離回収
する実証試験も行っており、回収され液化されたCO2は千葉大
学植物工場（千葉県柏市）に運ばれ、高品質・高収量なトマトの
栽培実験に役立てられています。

エネルギーを無駄なく上手にお使いいただくために、エコ
ライフや省エネ情報を提供しています。イベント等の接点機会
に、小冊子「ウルトラ省エネBOOK」を配布しているほか、ホー
ムページでは「わが家のCO2診断」や過去2
年間のガス使用量を比較できる「my Tokyo
Gas」などのサービスを提供。また検針票に
前年同月の使用量を記載し、ガスの使用状
況を比較できるようにしています。

社会や事業の基盤となる豊かな生きものが生息できる地球
環境を守るために、2009年度に「生物多様性保全の推進ガイ
ドライン」を定め、一連の事業活動におけ
る生物多様性への影響を把握するととも
に、事業の進め方の改善に努めています。
また社会貢献活動として、森を守り育て
る活動など、さまざまな取り組みを行っ
ています。

分散型エネルギーシステムを最大限
に導入し、住棟内で熱と電気のエネル
ギー融通を行うとともに、蓄電池など
の設備を連携させ、効率的な運用を行
います。さらに、エネルギー使用の「見
える化」を行い、居住者にも省エネ行
動を促進することで、可能な限り「ゼ
ロ・エネルギー住宅」をめざします。標
準的な集合住宅と比較して、一次エネ
ルギーを約4割、CO2排出量を約3割
削減することを見込んでいます。

羽田水素ステーションで回収したCO2をトマト栽培施設で利用開始

全体でエネルギーを最適利用するこ
とで、安定供給と省エネ・省CO2を実
現します。
2011年４月から、東京都荒川区の

東京ガス千住テクノステーションで
スマエネの実証試験を進めています。
主な実証試験として、太陽熱と冷房
時の廃熱、コージェネの廃熱を、冷暖
房や給湯に優先的に活用する制御を
行い、省エネ・省CO2を実現します。
また、天候により変動する太陽光発電
の出力を、コージェネで補完し安定化し
ます。さらに、余った熱を有効利用する
ため、隣接する特別養護老人ホームを
配管でつなぎ、太陽熱とコージェネの
廃熱を双方向に熱融通する制御も行

羽田水素ステーションでは、空港と都心を定期運行
する燃料電池バスに水素を供給

CO2を吸収させること
で、甘みが強く高品質な
トマトの生産が期待で
きる 「どんぐりプロジェクト」

エネルギーセンター

太陽熱集熱器

熱のネットワーク
電気のネットワーク太陽光発電パネル

ガスコージェネレーション

再生可能エネルギーと
コージェネレーションの組み合わせで
省エネ性とエネルギーセキュリティの
向上に貢献

施設間の熱融通により
地域全体でのエネルギー
利用効率を最大化

特別養護老人ホーム

A館

B館

千住テクノステーション

います。2011年度の実証試験では、
1990年度基準と比べて、省エネ率
13.6%、CO2削減率35.8%の実績が
出ています。

集合住宅で
ゼロ・エネルギー化をめざす

経済産業省が推奨する「次世代エ
ネルギー・社会システム実証事業」の
一つである「横浜スマートシティプロ
ジェクト」の一環として、横浜市磯子区
に建設した東京ガスの社宅で、2012
年４月、スマートハウスの実証試験を
開始しました。再生可能エネルギーと

環
境
へ
の
貢
献

B1

電気のネットワーク
熱のネットワーク

太陽光発電
→棟全体へ

電気メーター

エネファーム エコジョーズ

SOLAMO
（バルコニー）

貯
湯
槽

貯
湯
槽

太陽熱温水
→3住戸へ

太陽熱温水
→1住戸へ

一括
受電 蓄電池 充電器

SOLAMO
（シェアルーフ）

　　　

地域と暮らしの「スマート化」をは
じめ、環境性に優れた天然ガスの利
用促進や高効率機器の開発・普及を
通じて省エネやCO2削減に貢献し、低
炭素社会の実現をめざします。また、
賢いエネルギーの使い方の提案や自
らの事業活動における環境負荷低減
に、グループをあげて取り組んでいき
ます。

【千住スマートエネルギーネットワーク】

【磯子スマートハウス】

実証試験を行うのは、
地下1階、地上4階建て
全24戸の社宅

千住テクノステーション

磯子スマートハウス

事例 1

事例 2

21東京ガス　環境ガイドライン東京ガス　環境 ● 環境保全ガイドラインを設けて、中長期的視点で取り組んでいます。20



重点活動③ 地域社会への貢献

地域の一員として
地域社会の防災力向上に取り組みます
東京ガスは、お客さまや地域社会とともに、地域の防災力を高めるため、
行政主催の防災訓練への参加、NPO法人と協働したイベントの実施など積極的に取り組んでいます。

地域社会の発展とともに

社会の一員として「炎の調理」を通して豊かな食生活をお手伝い次世代の育成のために

震災ボランティア活動などを実施バラエティ豊かな料理教室を開催
未来を担う子どもたちに、「環境・エネルギーの大切さ」を伝

えるべく、2002年から学校教育支援活動に取り組んでいます。
子どもたちが楽しみながら学べるプログ
ラムを用意し、当社のガスをお届けして
いる地域の小中学校で年間約2,200回
に及ぶ出張授業を行っています。2012年
3月までに延べ89万2,000名の子どもた
ちが授業を受けました。

2011年度のボランティア活動として、東日本大震災の被災地
支援のため、東京ガスグループ従業員とその家族、約500名が
被災地での泥かきや避難所支援を行いました。

また、サンタプロジェクト＊の一環として、NPO法人キッズデ
ザイン協議会との協働で、宮城県亘理町の荒浜保育所と宮前仮
設住宅に「TGサンタ」9名が訪問し、クリスマスプレゼントを届
けました。2012年度は農耕地整備などのボランティア活動を
行い、被災地を継続して支援していきます。

「炎」でつくる料理の魅力を伝えるため料理教室を開催してい
ます。子どもたちの「食の自立」と「五感の育成」をめざした「キッ
ズ イン ザ キッチン」、ガスならではのス
ピード同時調理を提唱する「ラ・クチー
ナ・エスプレッサ」や「エコ・クッキング」
などを展開。参加者は年間10万名にのぼ
ります。2011年度は東北 6県支援教室
も開催しました。

学校教育の支援

出張授業 「エコ・クッキング」

被災地でのボランティア活動 荒浜保育所を訪問した「TGサンタ」

各地の防災イベントで
行政と連携

各地域の支店では、災害時に地域社
会とスムーズに連携できるよう、日ご
ろから行政などが主催する防災訓練
等に積極的に参加しています。2011
年度は地域の支店で約140件の防災
イベントに参加しました。

防災訓練や防災イベントでは、震度
5程度以上の地震発生時に自動的に
ガスをしゃ断するガスメーターの機
能と復帰方法の説明や、警報器の展
示などを行い、当社の安全への取り組
みについて幅広く情報提供を行って
います。

そのほかにも、主に行政の防災担
当部署の方を対象に、当社の供給指
令センターや工場の見学会を開催し、
最新のガスの防災システムやガス設備
の安全対策などについて理解を深め
る機会を提供しています。

NPO法人との協働による
防災イベントを開催

地域社会の防災力の向上をめざ
し、楽しみながら防災の知恵や技を
学ぶことができる防災訓練として、
NPO法人プラス・アーツと協働で実
施しているのが、「イザ!カエルキャラ
バン! 」です。

本イベントは2006年よりガスの
科学館、環境エネルギー館において
開催しており、ゲーム形式の防災訓
練をはじめ、防災をテーマとした紙
芝居、シミュレーションゲームを使用
したワークショップなどの多彩なプ

ログラムが特徴です。特に若いファミ
リー層に好評で、2011年度は約１万
2,000名が参加しました。

また、防災啓発ツールの開発にも
協働で取り組み、2009年には、東京
ガスオリジナル防災教育カードゲーム

「SHUFFLE（シャッフル）」やガスメー
ターの復帰方法を盛り込んだ「四択
クイズ」を開発し、ワークショップ形

＊サンタプロジェクトとは、東京ガスグループ従業員がサンタクロースに扮し病
院や施設へ手作りクッキーやプレゼント、クリスマスカードをお届けするボラ
ンティア活動の一つで、2003年から実施しています。

スマートエネルギーネットワークの構築で
環境性に優れ、防災に強いまちへ

田町駅東口北地区のまちづくりに貢献

まちづくりへの参画

地
域
社
会
へ
の
貢
献

田町駅東口北地区（東京都港区）において、環境性に優れ、防災に強い
まちづくりに貢献するため、熱と電気を効率的に供給するスマートエネ
ルギーネットワークを港区と連携して構築します。都市再開発エリアでス
マートエネルギーネットワークを構築するのは日本で初めてとなります。

スマートエネルギーネットワークの核となるスマートエネルギーセン
ターでは、初めて太陽熱を熱供給事業として活用するとともに、ガスエ
ンジンコージェネレーションや業務用燃料電池を活用することで、停電
などの非常時にも熱･電気の供給を部分的に継続します。また、港区の
防災拠点となる公共公益施設等の3施設をスマートエネルギーセンター
と情報通信技術により連携することで、最適な需給調整を行います。

これらにより1990年基準と比べて約45%のCO2削減をめざします。

式で行っています。

「快適で心豊かに暮らせる社会」の
実現をめざし、今後も地域社会とと
もに暮らしに関わる課題の解決や本
業を通じたまちづくりに取り組んで
いきます。「イザ!カエルキャラバン!」のガスメーター「四択クイズ」
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お客さまとともに

開栓業務を行うなかで

お客さまの笑顔が
仕事のはげみになります
東京ガスライフバル浦和
東京ガスすまいるサポート株式会社  西部リビング営業  八木 洋平

札が風化するのを防ぐため材
質を改良しました。また、文字
を大きくし、操作方法をイラス
ト付きで説明するなど、お客さ
まご自身で速やかにメーター
の復帰操作を行っていただけ
るよう改善しました。

改善しました 改善しました

復帰方法を
説明した札

お伝えしています。常にお客さまが喜んでいただける作業
を心がけることが、開栓業務を行うにあたっての自分自身
のこだわりです。
また、若手社員の育成においては、基本作業がきちんと
習得できたかの確認に加え、お客さまの視点で、挨拶や説
明が丁寧か、また、親身になって対応できているかまでを、
現場に同行してフォローしています。基本となる開栓業務
での経験が、次の業務にも活きてくると思うからです。これ
からも作業員一人ひとりが、お客さまから「ありがとう、
またお願いね」との言葉がいただけるよう、お客さまの笑
顔のために、頑張っていきたいと思います。

お客さまとの最初の出会いの場が開栓業務です。新築
や引っ越してこられたお客さま宅にうかがい、ガス機器の
検査や配管のガス漏れの有無など、ガスを安全にご利用
いただくためのチェックを行ったうえでガス栓を開けま
す。まだ使い慣れていない器具の操作などでお困りにな
らないよう、使い方や
手入れ方法をお知ら
せするとともに、ガス
メーターの設置場所
と、万が一停止した場
合の復帰方法なども

お客さま本位のサービスをめざして
東京ガスは、お客さまに選ばれ続けるために、「お客さまに何を提供したか」ではなく、
「お客さまにご満足いただけたか」を大切にしています。「常にお客さま満足の向上をめざし、
価値の高い商品・サービスを提供する」という考え方のもと、お客さまの声を活かしたグループ経営を行っています。

導管工事を行うなかで

「お客さま最優先」をモットーに
安全な施工に努めています
神奈川導管事業部　神奈川導管ネットワークセンター  工藤 悠樹

ます。その他、工事看板に迂回路の表示が記されている
か、また工事後の清掃は行き届いているかなども、施工
管理の一部と考え、協力企業に徹底してもらうよう努め
ています。
毎日複数の工事が行われるため、すべての現場に行く
ことはできませんが、担当する協力企業や監督者には、
今までの経験をもとに、安全対策やお客さまへのご迷
惑などを最小限にとどめる留意点等を事前にお伝えす
るなど、日ごろのコミュニケーションを大切にして仕事
を進めています。これからも「お客さま優先」「安全施工」
をモットーに、協力企業と力を合わせて、仕事を行って
いきたいと思います。

東京ガスでは、お客さまの声を商品やサービスに反映す
ることで、経営品質を高めていくことが重要であると考え
ています。お客さまセンターへのお電話、インターネット、
お客さま満足度調査などを通じていただいたご意見・ご
要望は、経営トップも含め社内で共有し、日々の改善活動、
品質向上などに積極的に活用しています。
2011年度は1万3,919件のご意見・ご要望をいただき
ました。内訳は、感謝（14.1％）、ご不満（16.2％）、制度要望
（69.7％）です。こうした声をふまえ、146件の業務改善を
行いました。その一部は、当社ホームページを通じてお客
さまにもご報告しています。

■ お客さまの声を経営に活かすしくみ

お客さまの声が形になりました

ガスメーターの復帰方法を
説明した札の
材質・内容を改善しました！

バックアップ電池ボックスを
同梱しました！

地震時にメーターの
復帰操作をしようとしたが、
操作方法の説明カードが
風化して読めなかった。

100V電源を使用する
ガスコンロが、
停電時に使えるようにしてほしい。

入社以来6年間、本支管工事を担当し、今年4月からは
供給管工事の施工管理をしています。導管工事では、安全
かつ、高いレベルの施工品質を担保することが必要であ
るため、研修や職場のOJTに加え、できるだけ多くの現場
に足を運び、先輩や協力企業の監督者から工事技術など

を学んできました。
工事が始まると、騒
音や車両の通行制限
など、近隣にご迷惑を
かけてしまうため、事
前に1軒1軒回って工
事概要を説明してい工事グループの仲間と

お
客
さ
ま
と
と
も
に

東日本大震災による計画停電を受けて、停電時のガスコ
ンロ使用ニーズが高まりました。そのため2011年9月よ
り、従来はオプションとしていたバックアップ電池ボック
スを、100V電源を使用するすべてのガスコンロに同梱し
ました。

停電時のガス器具ご使用上の注意について
・ 換気扇が作動しないため、必ず換気を確保してご使用ください。
・ 夜間はガス器具がよく見えず操作を誤まるおそれがありますの
で、ご使用については十分ご注意ください。

改善例
2

改善例
1

お客さま

声の収集
品質向上

商品・サービスの開発改善

情報共有

改善活動

●お客さま満足度向上委員会
委員長（社長）
●各部CS会議
●協力企業CS会議

お客さまセンター
お客さま満足度調査
お客さま接点機会

ご意見・ご要望 社員の気づき

お客さまの声システム

情報共有

協力
企業

一般
社員

経営
幹部
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従業員とともに

セカンドライフ支援制度

現役である限り、
プロとしてお役に立ちたい
日立支社　リビング営業グループ  遠藤 利秀

境性やお客さまの関心が高い地震防災対策について説明
し、ご検討をお願いして回ります。お客さまは家族構成や住
まいの築年数などの諸条件もさまざまなため、提案した話
がまとまるまでに1〜2年かかることもあります。その間も、
自分のアイデアを形にし、職場の後輩に役立ててもらうた
めに、パワーポイントで提案資料を作成するだけでなく、
今までのノウハウを「手引き書」としてまとめています。

お客さまから「都市ガスにして良かった」と言われると
感慨深く、達成感を感じます。現役である限り、プロとして
の自覚を持ち、職場のため、お客さまのために頑張ってい
きたいと思います。

2007年6月に定年を迎えたあとも、今まで手がけてき
た仕事をやり遂げたいとの想いから、引き続き先任契約
社員として、週4日フルタイムで働くこととしました。担当
しているのはプロパンガスから都市ガスへの切り替えを
提案する地域開発の営業部門です。まだ導管が届いてい
ない地域では、その周
辺地区の方々と一緒
に都市ガスに切り替え
ていただくようお願い
しています。その際、都
市ガスの良さである環

採用状況（新卒）の内訳

区分  計 （男性） （女性）
院・大卒  98名 79名 19名
高卒  155名 153名 2名
合計  253名 232名 21名

※高専卒は院・大卒に含む。　

定年退職後の再就職状況

定年退職  48名 （22.9％）
再就職 東京ガス※1 121名 （57.6％）
 関係会社など 41名 （19.5％）
早期退職 ※2   21名

※1 先任契約社員として採用された人数（準社員）
※2セカンドライフ支援のひとつで自らの選択により早期退職
　　制度を利用した人数

諸制度の利用者数

育児休職（子が満3歳に達した直後の4月末まで） 89名
育児勤務（妊娠中および子が小学校3年生修了まで） 235名
介護休職（3年以内） 3名
介護勤務（2年以内） 3名
ボランティア休暇（年間5日を上限に支給） 149名
リフレッシュ制度（30・35・40・50歳に適用） 657名

女性管理職の割合

5.0

4.5

4.0

3.5

3.0

2.5

（％）

障がい者雇用数と雇用率

障がい者雇用数（雇用率） 127名 （1.81％）

※法定雇用率 1.8％

2012.4（年.月）2011.42010.42009.42008.42007.4

5.1

2012年6月1日現在

2011年度 2011年度

2012年4月入社

多様性が尊重される
職場づくりをめざして
コンプライアンス部  コミュニケーション支援室  宮田 京子

人権啓発研修

ハラやパワハラ、女性活用などを切り口に、各職場から
集めた「ちょっと気になる事例」など、リアリティのある
素材について議論することで、その事例を自分や自職場
に置きかえて“自分ごと”として考えてもらうよう工夫し
ています。

また、社内の人権相談窓口に寄せられる相談には不十
分な意思疎通に起因したトラブルが見受けられ、コミュニ
ケーションの重要性を再認識しています。相談者とともに
解決策を考えサポートするのはもちろんですが、日ごろか
ら各職場や人権啓発推進リーダーの力を借りて、コミュニ
ケーションの活発な「元気の出る職場づくり」に貢献した
いと思います。

東京ガスでは「元気の出る職場づくり」をテーマに、活き
活きと働ける職場環境を整備するため、新人研修、入社3年
目研修などの階層別研修を中心に、さまざまな人権啓発
研修を展開しています。

研修をより有意義なものとするために我々が重視して
いるのは、参加型のプログラムにすることです。優等生的

な“建前”ではなく、参
加者が“自分ごと”とし
て「気づき」、さらに「行
動」にまで結びつけら
れる研 修 内 容として
います。たとえば、セク

従
業
員
と
と
も
に

活き活きと安心して働ける職場環境をめざして
東京ガスでは、「企業活力の源泉は人であり、人の成長なしに会社の成長はない」という考え方のもと、

「人材確保・適正配置」「人材育成」「活き活きと安心して働ける職場環境整備」を3つの柱とした、
人事諸施策を展開しています。

従業員一人ひとりが能力を最大限に発揮できる活力溢
れる働きやすい職場環境づくりのために、セカンドライフ
支援制度をはじめ、法定より充実した育児休職や育児勤
務など次世代育成支援のための各種サポート制度、介護
休職・介護勤務、ボランティア休暇など、多様な働き方に対
応した諸制度を整備しています。また、職場の理解と諸制
度の利用を促進する取り組みにも力を入れています。

グループ全体の企業力を高めるには、人権を尊重し、多
様性を受容する企業風土の醸成が大切と考え、「公正な採
用選考」と「差別のない明るい職場づくり」を人権啓発の原
点としています。
「元気の出る職場づくり」をテーマとした各種人権啓発

研修は、2011年度は延べ300回実施しており、参加人数
は約7,400名にのぼります。また社内外に相談窓口を設置
し、職場でのコミュ
ニケーションをサ
ポートする体制を
整備しています。

従業員の心身の疾病予防および健康保持に向けた取り
組みとして、健康診断の100％受診を徹底するとともに、
産業保健チームを設置し、「メンタルヘルス対策」や禁煙支
援活動、ベストウエイト・ウォーキング活動などの「生活習
慣病予防」等に取り組んでいます。　　

■ 働き方に応じた多様な人事制度を整備する

人事関連データ

■ 人権を尊重する企業風土をはぐくみ、
元気の出る職場をつくる

■ さまざまな活動を通じ、
従業員の健康的な会社生活を支援する

データは東京ガス単体

各種人権啓発研修で使用する研修教材
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東京ガスでは年間約1,100万トンのLNGを
輸入し、東京湾内にある3つの工場で延べ300
隻以上のLNG船を受け入れています。私は、
今後のガス需要を見通しつつ、長期契約数量
の受入計画調整やスポット調達を通じて、当社
LNG調達の経済性・安定性・柔軟性を最適化
するための業務に従事しています。
東日本大震災以降、計画停電や節電等に

よって、当社のLNG需給バランスにおける変化
要素が増加しました。大幅なブレが生じた場合
には6隻のLNG自社船の輸送計画の再構築を
図り、追加のLNG手当てが必要となった場合
には、経済性のあるLNGを適時かつ確実に調
達すべく、関係部門と連携し、既存売主のみな
らず世界中のトレーダーとも交渉を重ねます。
今後は、拡大するLNG品質や大型化するLNG

船にも対応できるよう、調達の幅をさらに拡
げ、調達先の多様化・拡大を通じ、より魅力的な
LNGの調達に貢献していくことが私の使命だ
と思っています。

原料の調達

調達の幅をさらに拡げ、
より魅力的なＬＮＧの調達に
貢献します

原料部
原料調達グループ

円城寺 慶太

C SR 最前線
LNGバリューチェーンの最前線で働く従業員たち。
本業を通じてCSRを実践しようと、日々の仕事に
取り組んでいます。

原料の調達

都市ガス製造

都市ガス供給

お客さまソリューション

技術開発

情報通信

資源事業本部
■ 円城寺 慶太

エネルギー生産本部
■ 八島 和正

導管ネットワーク本部
■ 森久保 孝男

エネルギーソリューション本部
■ 常盤井 和代
広域圏営業本部
■ 永沼 郁

技術開発本部
■ 三宅 治良

ＩＴ本部
■ 鈴木 隆男
■ 神田 大以典

チームメンバーとともに。左：宿谷 貴志　右：若月 正浩

扇島工場では、海外からLNGを受け入れて
都市ガスの製造や発電所（㈱扇島パワー）の運
転受託を行っており、私は、これら一連の製造
プロセスを集中制御しているコントロールセン
ターでオペレーションを担当しています。
24時間365日休みなくエネルギーを安定供給
することが最大の使命。そのため常に細心の注
意が求められ、異常を知らせる警報が鳴ったとき
には、瞬時の判断力が問われます。また、事故を
未然に防ぐため現場パトロールも行っており、
異音や異臭が発生していないか等、視覚だけで
なく五感すべてを使ってのチェックが重要です。
暮らしに欠かせないエネルギーを確実に、
そして安全にお届けするのが私たちの役割。
決してミスは許されません。操作するときは必
ず声を出してダブルチェックを行うことはも
ちろん、定期的に教育や訓練を実施し、レベル
アップを図っています。日立LNG基地の建設
を控え、新しい人材の育成も求められており、
後輩たちを早く一人前にするため、自分の技能
やノウハウを伝承していきたいと思っています。

2015年度末の完成をめざして、茨城県日立
市に建設予定の日立LNG基地から栃木県真
岡市にある既存のパイプラインを結ぶ、全長
80㎞に及ぶ高圧ガスパイプラインの建設プロ
ジェクトに従事しています。建設にあたっては、
工事予定地の近隣の家々を１軒ずつ回り、当社
の事業内容や導管敷設計画などをご説明して
います。東日本大震災以降、「安全」に関するご
質問をいただくことが増えていますが、その際
は十分な耐震性を備え、二重三重の安全対策
が施されていることを工事担当者から丁寧にお
伝えし、ご理解をいただいています。
本年から建設工事がいよいよスタート。通常
の道路下埋設のほか、一部シールド工法を採用。
高品質の鋼管を使い、パイプの溶接結合も非破
壊検査を全数実施するなど、世界トップレベル
の技術を結集した工事です。安全を第一に考え
た現場管理、品質管理にあたるとともに、地域
の方へのご迷惑を最小限にとどめた施工をめ
ざします。大動脈のパイプライン建設という地
図に残る仕事に大きなやりがいを感じます。

都市ガス製造 都市ガス供給

エネルギーの
製造プロセスを監視し、
安定的な供給に努めています

大動脈となる
高圧ガスパイプラインの建設に
取り組んでいます

扇島工場　操業部
製造センター

八島 和正

幹線建設プロジェクト部
北関東幹線建設事務所

森久保 孝男
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ガスパイプラインの通っていない地域のお客
さまにLNGローリー車を使ってLNGをお届け
するため、輸送会社様と連携して出荷から輸送
まで業務がスムーズに行われるよう支援をして
います。輸送エリアは福島県、長野県、静岡県な
ど広範囲に及びます。
毎日130台以上のローリー車が輸送にあたっ

ているので、何よりも大切なのは安全です。乗務
員を対象とした安全教育には特に力を入れて
おり、輸送会社様にはシミュレーションも取り
入れて訓練を行っていただいています。また、
乗務員、輸送会社様だけでなく、運行管理を支
援する私たちも、安全・確実にLNGを届けるた
めに、全員が心を一つにして取り組んでいます。
省エネ・省CO2などの環境性、安全性、供給

安定性が高く評価され、LNGの需要は急速に
伸びています。今後さらにLNGローリー車によ
る供給体制を強化し、LNGの価値を遠隔地の
お客さまにも届けていきたいと思います。お客
さまのニーズをふまえながら、安定供給が果た
せるよう車両の配備計画を進めていきます。

都内の設計事務所を対象に、学校や病院、
店舗・商業施設向けのガス設備を提案する仕事
をしています。扱っているのは、空調や厨房機器、
ボイラ、ガスコージェネレーションなどで、新
築物件情報をキャッチすると、その設計事務所
に足を運び、業種や用途に合わせた最適なシス
テムを提案します。東日本大震災を機にお客さ
まの意識にかなりの変化がみられました。安全
のために複数のエネルギーを用意することや、
停電時も自立運転が可能なエネルギーシステ
ムへのニーズが高まっており、ガスコージェネ
レーションを検討していただけるケースが非常
に増えています。今後は、自然エネルギーや未
利用エネルギーをいかに有効に活用するかが
命題の一つともなっています。
日ごろからお客さまとのコミュニケーション
を密にして、たとえば空調を検討したいと考え
たときには、私の顔を思い出していただけるよ
うな関係づくりをめざしています。お客さまに
とっての最適なエネルギー提案ができるよう、
さらに知識を深めていきたいです。

お客さまソリューション

さらに広いエリアに
LNGの価値を届けたい

お客さまそれぞれに
最適なエネルギーを提案したい

広域圏企画部
広域企画グループ

永沼 郁

都市エネルギー事業部
中央都市エネルギー部

常盤井 和代

12年間一貫してPEFC（固体高分子形燃料電
池）の開発に従事し、2012年2月、家庭用燃料
電池「エネファーム」用停電対応システムを商品
化しました。「エネファーム」は停電がおこると
停止するしくみでしたが、災害時でも使える「エ
ネファーム」がほしいというお客さまの声を受
け、2005年から検討を続けてきました。その結
果、停電時に蓄電池を活用して「エネファーム」の
運転を可能にし、家庭で最低限必要な電気を
長時間供給できるようになりました。
現在はスマートエネルギーハウスの推進業務
に携わっています。今後は家庭でも多様なお客
さまニーズに対応するオーダーメイドのエネル
ギーサービスが求められるようになると思いま
す。太陽光発電、燃料電池や蓄電池などの省エ
ネ・環境設備を組み合わせた家づくりの工夫と
情報技術を利用した暮らしの工夫とを組み合わ
せることで、家全体でエネルギーを賢く使う暮
らしを現実のものにしていきたい。そして、お客
さま一人ひとりが楽しく快適で幸せな暮らしが
できるよう、貢献したいと思います。

技術開発 情報通信

一歩先を見据え、
社会のニーズをふまえた
商品開発をしたい

新システム「LIVALIT」で
お客さま本位のサービスを
追求したい

商品開発部
スマートエネルギーハウス
開発グループ

三宅 治良
機器情報グループ

神田 大以典 （左）

（株）ティージー情報ネットワーク
ITソリューション1部
LIVALITプロジェクト

鈴木 隆男 （右）

「LIVALIT(ライバリット)」は、ガスの開閉栓や
ガス機器の販売・修理、ガス設備定期保安点検
など、それぞれの業務のお客さま情報を一元管
理し、お客さまからのお申し出等にきめ細かく
対応することを支援するシステムです。それぞれ
個別だった業務システムを統合・再構築し、い
つどんなご用件でお客さまのところへ訪問した
かなどの情報を担当者間で共有できるように
するものです。
私たちは、この新システムの設計・開発のプ
ロジェクトに携わっています。2008年から開発
準備を進め、個別のシステムを刷新しながら順
次統合をするロードマップをつくり、段階的に
稼働しています。
開発にあたっては、より使いやすいシステム
にするために、どの業務も同じ端末、同じシステ
ムでワンストップで完結するよう、最新技術を
駆使しました。「LIVALIT」を使うことで、毎日の
業務がより効率的になり、かつ、その先のお客
さまの快適な暮らしに、少しでもお役に立つこ
とができれば嬉しいです。
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■ エネルギー生産本部
㈱東京ガスベイパワー 東京ガス袖ヶ浦工場敷地内での発電事業

■  資源事業本部
東京エルエヌジータンカー㈱ LNGの海上輸送、LNG・LPG運搬船の所有・貸渡

TOKYO GAS AUSTRALIA PTY LTD オーストラリアにおける上流関連事業への出資

Tokyo Gas International Holdings B.V. 海外事業への出資

TOKYO GAS DARWIN LNG PTY LTD ダーウィンLNGプロジェクトへの参画

TOKYO GAS PLUTO PTY LTD プルートLNGプロジェク卜への参画

TOKYO GAS GORGON PTY LTD ゴーゴンLNGプロジェク卜への参画

Tokyo Gas Mitsui & Co., Holdings Sdn. Bhd. マレーシア都市ガス会社（ガスマレーシア社）への出資
Tokyo Gas Bajio B.V. メキシコ発電事業（バヒオ）への出資

TOKYO GAS QCLNG PTY LTD. QCLNGプロジェクトへの参画

Tokyo Gas Shale Investment Ltd コルドバシェールガスプロジェクトへの参画

TG Europower B.V. ベルギー発電事業（T-Power）への出資

TOKYO GAS ICHTHYS PTY LTD イクシスLNGプロジェクトへの参画

TOKYO GAS WA285P PTY LTD WA-285-P鉱区における上流事業への参画

■ IT本部

㈱ティージー情報ネットワーク
コンピューターを利用した情報処理・情報提供・
情報通信サービスおよびそれらに関する
コンサルティング、ソフトウェア開発

■ 資材部

東京ガスオートサービス㈱ 法人・個人オートリースを主体とした
自動車関連総合サービス

■  管財部
東京ガス都市開発㈱ 不動産の売買・管理・賃貸・仲介、損害保険代理業

東京ガスファシリティサービス㈱
建物施設の総合管理、地冷センター運転管理、
警備防災、旅行業、オフィスサービスおよび
物品の販売

■  大規模用地プロジェク卜部
東京ガス豊洲開発㈱ 豊洲用地の開発・管理

■ 広報部

㈱アーバン・コミュニケーションズ 広告取り扱い、ショールームの運営・管理、
イベント・セミナー等の企画・運営、出版、諸調査

■  関連事業部
東京ガスケミカル㈱ LNG冷熱利用に関する事業、産業ガス・化成品の販売

東京ガスケミカル販売㈱ 酸素・窒素および水素ガスを中心とした
産業ガスの輸送・販売

東京酸素窒素㈱ 液化酸素・液化窒素・液化アルゴンの製造・販売

東京炭酸㈱ 液化炭酸ガスおよびドライアイスの製造・販売

東京レアガス㈱ レアガス（ネオン、クリプトン、キセノン）の
製造・販売

東京ガス・エンジニアリング㈱ エネルギー関連を中心とした総合エンジニアリング

TGE（SHANGHAI） LNG ENGINEERING CO.,LTD. 中国を中心とした海外ガス関連プロジェクトの
コンサルティングおよび技術サービス

日本超低温㈱ 水産物等の冷凍冷蔵倉庫業

パークタワーホテル㈱ 「パークハイアット東京」 および飲食店の経営

江東・葛飾・足立・江戸川・千葉・世田谷・調布・八王子・多摩ニュータウン・
石神井・光が丘・大宮・浦和・旭・横須賀・川崎・生田・湘南・目黒・上池台・
三軒茶屋・国分寺・港南・泉・保土ヶ谷・大師・相模原

東京ガスグループの地域のサービス窓口

快適な暮らしを演出する機器や設備を
体験できるショールーム

快適な住まいと暮らしを
最新の住宅設備や
ガス機器を通して体感
新宿ショールーム  東京都新宿区西新宿3-7-13  Tel: 03-5381-6000

横浜ショールーム  神奈川県横浜市中区羽衣町1-2-1 Tel: 045-262-1500
多摩ショールーム  東京都立川市高松町2-39-20  Tel: 042-528-4505

｢食」をテーマに生活に役立つ情報を提供。
料理教室の開催、キッチンまわりの
最新ガス機器の展示。

環境や
エネルギーについて
楽しく学べる
企業館

がすてなーに  ガスの科学館
東京都江東区豊洲 6-1-1
Tel: 03-3534-1111

環境エネルギー館
神奈川県横浜市鶴見区末広町 1-7-7
Tel: 045-505-5700

ガスミュージアム がす資料館
東京都小平市大沼町 2-590
Tel: 042-342-1715

● 東京ガスライフバル ● エネスタ ● エネフィット

● ショールーム

●キッチンランド

2012年7月1日現在

＊NTTナビダイヤルはフリーダイヤルではありません。
＊PHS等、NTTナビダイヤルをご利用になれない場合は下記におかけください。

03-3344-9100　03-3842-0111　045-948-1100
一般のご用件の受付時間　月曜日～土曜日（祝日除く）9:00～19:00
ガス漏れなど、安全に関するご用件は24時間365日受付

Tel: 0570-002211（NTTナビダイヤル）

東京ガス関係会社一覧

■ リビングエネルギー本部

トーセツ㈱ 給排気設備・都市ガス供給に関わる安全設備等の
設計・施工・保守および資材の販売

東京ガスリモデリング㈱ 住宅の増改築・リフォーム工事および新築工事

東京ガスリース㈱ ガス機器・工事等に対するクレジット、各種リース

東京ガステレマーケティング㈱ コールセンター事業、テレマーケティング事業、人材サービス事業、各種リサーチ

東京器工㈱ ガス機器の修理、点検・保守、販売・施工

㈱ガスター（給湯部門） ガス機器の開発・製造および販売

㈱キャプティ・ライブリック

ガス設備定期保安点検、検針、料金収納、開閉栓、
ガス機器の販売・設置・修理、ガス工事、広聴広報、
住宅設備等のリフォーム、ガス設備工事

東京ガスライフバルかずさ㈱ 
東京ガスライフバル東大田㈱
東京ガスライフバル南世田谷㈱ 
東京ガスライフバル千葉㈱ 
東京ガスライフバル南多摩㈱
東京ガスライフバル相模原㈱ 

■  リビング法人営業本部
㈱東日本住宅評価センター 住宅性能評価業務、建築物の確認・検査業務

㈱キャプティ（リビング部門） ガス配管・給排水・空調等の設備工事、ガス本支管工事

㈱リビング・デザインセンター 住まいづくりの総合情報センターの運営

■ エネルギーソリューション本部

㈱エネルギーアドバンス エネルギーサービス事業、地域冷暖房事業、
コージェネ設備工事・メンテナンス事業

㈱ガスター（空調部門） GHP販売・メンテナンス、ガス器具の製造および販売

㈱東京ガス横須賀パワー 発電、電力卸供給事業

㈱扇島パワー 発電、電力卸供給事業

㈱ニジオ 電力事業に関連する燃料・電力の調達および販売

㈱立川都市センター ファーレ立川地区における熱供給事業等

㈱キャプティ（エネルギーソリューション部門）ガス内管・給排水・空調等の設備工事、ガス本支管工事

■ 広域圏営業本部
東京ガスエネルギー㈱ LPガスの販売

エネライフ・キャリアー㈱ LPガスの充填・配送

東京オートガス㈱ LPGオートガスサービスステーションでの
自動車用ガス販売

東京ガスLPGターミナル㈱ LPガス出荷基地運営事業

千葉ガス㈱ 千葉県八千代市、成田市、佐倉市および千葉市・
四街道市などの一部におけるガスの供給

栃木ガス㈱ 栃木県栃木市の一部におけるガスの供給

筑波学園ガス㈱ つくば市・つくばみらい市の各一部におけるガスの供給

鷲宮ガス㈱ 埼玉県久喜市・加須市の各一部におけるガスの供給

松栄ガス㈱ 埼玉県東松山市・滑川町の各一部におけるガスの供給

美浦ガス㈱ 茨城県美浦村・稲敷市の一部におけるガスの供給

長野都市ガス㈱ 長野県（8市3町）の各一部におけるガスの供給

東京ガス山梨㈱ 山梨県甲府市・中央市・甲斐市・昭和町の
各一部におけるガスの供給およびLPガスの販売

㈲昭和運輸 LPガスの充填・配送

■ 導管ネットワーク本部

㈱キャプティ（パイプライン部門）ガス配管・給排水・空調等の設備工事、ガス本支管工事

㈱キャプティ・テック 特定地下街等の安全点検業務・他社工事巡回点検業務

川崎ガスパイプライン㈱ 川崎市川崎区扇町、扇島および
横浜市鶴見区扇島におけるガス導管事業

東京ガスパイプライン㈱ 輸送幹線パイプライン維持管理業務

千葉支社
埼玉支社
神奈川支社
 横浜支店・川崎支店
 神奈川西支店
お客さまサービス部
お客さま保安部
ライフバル推進部
燃料電池事業推進部
リビング企画部
 南部支店・中央支店
 西部支店・多摩支店
 東部支店・北部支店

営業第一事業部
営業第二事業部
営業第三事業部
エリア計画部
設備エンジニアリング事業部
法人営業企画部

エネルギー企画部
都市エネルギー事業部
産業エネルギー事業部
総合エネルギー事業部
NGV 事業部
大口エネルギー事業部
ソリューション技術部

日立支社
常総支社
群馬支社
熊谷支社
宇都宮支社
広域圏企画部
広域圏営業部

首都圏西導管事業部
首都圏東導管事業部
神奈川導管事業部
導管企画部
導管部
緊急保安部
防災・供給部
幹線建設プロジェクト部
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プ
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戦略本部

根岸工場
袖ヶ浦工場
扇島工場
エネルギー生産部
生産エンジニアリング部

原料部
海外事業部

技術戦略部
基盤技術部
商品開発部

IT 活用推進部

サポート部

基盤本部

■エネルギー生産本部

■資源事業本部

■技術開発本部

■ IT 本部

■監査役

総合企画部
グループ体制最適化プロジェクト部 
財務部
経理部
人事部
資材部
管財部
大規模用地プロジェクト部
秘書部
総務部
広報部
環境部
関連事業部
コンプライアンス部
監査部

監査役室

■リビングエネルギー本部

■リビング法人営業本部

■エネルギーソリューション本部

■広域圏営業本部

■導管ネットワーク本部

東京ガス組織図

東京ガス
お客さまセンター 
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アニュアルレポート 2012 東京ガスの環境活動 2012 東京ガスの地震防災対策

ユニバーサルデザイン（UD）の考え方に基づき、より多
くの人へ適切に情報を伝えられるよう配慮した見やす
いユニバーサルデザインフォントを採用しています。

「CSR・会社案内 2012」の制作（刷版・印刷・製本工程）
におけるすべての電力（3千kWh）は、グリーン電力

（風力）を使用しています。

この冊子は、社内の使用済み文書、管理された植林材
および再・未利用材を原料とした「東京ガス循環再生
紙」を使用しています。

東京ガス　アニュアルレポート

東京ガス　CSR

東京ガス　環境活動 東京ガス 地震防災対策




